
シンポジウム
「発�性ディスレクシアのある中�⽣への�援」

問い�わせ先�北��⼤����研�� �あゆみ seki@edu.hokudai.ac.jp

主��北��⼤����研��・�����理�研��
 

2023年 3⽉21⽇（�・�） 
13時〜15時

⽇時

場�

�題提供

申し�み

北��⼤� + オンラインで開�
 ・現地��（�員40�）�
    北��⼤���・��科���研�棟 W410
    �⾞場はありません、�共����でお�しください。
 ・オンライン��（�員90�）�
    申��に����をお知らせします。

１�中��における��と�援の���RTI３���児の���査より
 北��⼤����研�� �あゆみ

２�中��におけるノートテイキング  
北��⼤������⼠�� 尾�⾥帆

３�ディスレクシアのある中�⽣の英��⼒
 北��⼤������⼠�� �万⾥奈

４�⼩��から中��への�⾏�援�ディスレクシア�援�での�り�み
 北��⼤������⼠�� �内��、�⼠�� �川拓�

コメント�国立成��療研�センターこころの�療� ⼩��也

�下のURLもしくは右のQRコードよりアクセスし、
必�情�を��して��してください。
  https://forms.gle/fRHL2AkHbRsyWUQ18

   ��や単�の�み書きの�得において、知的�⼒や����では��できない 
��を「発�性ディスレクシア」と呼びます。��の��、書�の�り、��の 
�得��などで��期に気づかれることが�く、⼩��においてはさまざまな� 
援が⾏われるようになってきました。しかし、中��における理�や�援は⼩� 
�に�べると不⾜しています。
   このシンポジウムでは、発�性ディスレクシアを�える�どもたちが、中�� 
でどのようなことに��を�じて、どのような�援を必�としているか、�たち 
の�査や��を�して�らかとなったことを��します。
   それを踏まえて、これからの�援のあり�について、�さんと⼀�に�えたい 
と思います。

〆切
３⽉17⽇（金）24�00 
 ＊�員になった場�はその時点で�め切らせていただきます。

�シンポジウムは北��⼤�⼤��附属�ども発�臨�研�センター∕�ども臨�研��⾨
「研�と臨�のための�流�」の⼀�として⾏われます。
＊�シンポジウムに�わる研�の⼀�は、JSPS科研�17H02713の助成を得たものです。


